
決算書掲載頁　P245

１．ボランティアのスキルアップ。２．おはなし会、対面朗読などの充実を図る。３．さわる絵本や録音図書などの資料を増
やす。
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直営 平成13年度 図書館法第３条

図書館ボランティア団体及び市内読み聞かせ関連諸団体

各ボランティアとより一層の連携を図りながら、ボランティアとの協働により図書館サービスの向上を図る。また、合わせ
て充実した図書館サービスを積極的にＰＲし、利用促進を図る。
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対面朗読ボランティア講座の開催目
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１．講座や講演を通して市民に読書の楽しさを知ってもらう。２．図書館になじみのない人にも足を運んでもらう機会をつく
る。
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直営 平成14年度 図書館法第３条

河内長野市民

読書の楽しさを伝える効果のあった講座内容はより充実を図り、市民ニーズを敏感にとらえ、時代に合った内容での開催
をめざす。また、「図書館マスター」や「えほんのひろば」などを継続実施し、小中学生に読書の楽しさを伝え、読書振興と
図書館の利用促進を図るとともに、郷土資料の活用と文化遺産の啓発に繋がる講座等を実施する。
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細事業：図書館ボランティア活動推進事業                            

市民と図書館司書がともに図書館事業に参加し、協働で「市民の図書館」を育てていくため、ボランティア活動

推進事業を行った。 

 (1) 「読み聞かせボランティア講座（入門編）」（全６回）（参加人数：延べ１５１人） 

児童書に関する知識、選び方、読み聞かせの技術・知識の基礎を学んだ。 

(2) 講座「ロシアの絵本・文学と子どもたち」（全３回）（参加人数：延べ１２２人） 

おはなし会で活動するボランティアのスキルアップを目的に講座を開催。 

(3) 対面朗読ボランティア養成講座（全１０回）（参加人数：延べ２２８人） 

視覚障がい者等に資料の朗読をする対面朗読ボランティアの養成講座を開催した。 

(4) おはなし会の開催（全８１回）（参加人数：６４７人） 

読み聞かせボランティアとの協働でおはなし会を開催。おはなしや読み聞かせ、わらべうたなどを楽しんだ。 

(5) ブックスタート事業への派遣（全１８回）（派遣ボランティア 延べ３９人） 

保健センターの４か月児健康診査で行われるブックスタート事業に、絵本の読み聞かせの実演を目的にブッ

クスタートボランティアを派遣した。６４１組に読み聞かせ等を行った。 

(6) 対面朗読の実施 

視覚障がい者等に希望の資料を朗読する対面朗読サービスは、延べ８３回の利用があった。 

(7) さわる絵本・布の絵本の制作 

 視覚等に障がいのある方でも楽しめるさわる絵本・布の絵本制作ボランティアにより、２タイトル制作した。 

(8) 夏休み高校生ボランティア 

高校生ボランティアによる本の配架や整理、傷んだ本の修理を行った。５人の参加があった。 

 

細事業：読書振興事業                                

図書館利用の促進と読書の振興を図るため下記の事業を行った。 

 (1) 子ども読書の日「おはなしウォッチング」・読書週間「おはなしウォッチング」（参加人数：延べ１０８人） 

「おはなしのへや」をオープンにして子どもも大人もおはなしなどを楽しんだ。 

(2) 夏休み子ども科学教室「挑戦！透明標本づくり」（全３回）（参加人数：延べ７５人） 

ヒメダカの解剖・下処理をし、染色して透明標本を作り科学への興味と読書意欲の増進を図った。 

 (3) 「めざせ！図書館マスター」（5回開催）・「みんなで挑戦!!プチ図書館長」（参加人数：延べ４６人） 

子ども達が本の探し方の基礎を身につけ、自分で本を探すことで積極的な図書館利用につなげた。 

 (4) 「えほんのひろば」 

えほんの表紙を見せて展示、図書館とはひと味違う「えほんの世界」を楽しんだ。キックスエントランス・

放課後児童会での開催のほか、市内全小学校と１中学校にも出張して開催した。 

(5) 「江戸時代の河内長野」（参加人数：８３人）・「古文書入門講座」（全３回）（参加人数：延べ２０４人） 

市史編修の郷土資料の古文書を活用して郷土歴史講座や古文書を読み解く入門講座を開催した。 

(6) 「生活に役立つ図書館講座」・「図書館連携事業」（参加人数：延べ６６人） 

「あなたのパソコン、狙われています」「ブラック企業に入ってしまったら」のほか、創業・教育に関する

セミナーを開催し、生活に役立つ情報を提供した。（計４回） 

  (7) 「赤ちゃんタイム」他開催講座 

   上記講座のほか、親と子のふれあいや赤ちゃんの図書館デビューとなる「赤ちゃんタイム」、市民から提供を

受けた本の「図書リサイクルフェア」、さわる絵本・布の絵本の展示「さわる絵本・布の絵本大公開」、「書庫

見学ツアー」、親子でクリスマスにちなんだおはなしなどを楽しむ「親と子のクリスマス会」を開催した。  

 


